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　8　　　　　HCV抗体陽性者の長期的予後の

検討一輸血歴のある症例を中心として一
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　C型肝炎ウィルス（HCV）抗体測定法の開発

により献血者のHCV抗体スクリーニングが行

われるようになったが、依然として輸血後肝

炎の発生はみられている。我々は、平成2年

3月～8月に本院でHCV抗体陽性と診断され
た183例のうち、輸血歴のあった97例（53．0

％）について、臨床的に検討した。97例の内

訳はほぼ正常20．4％、慢性肝炎38．8％、肝硬

変36．6％（うち肝細胞癌合併10．1％）で、輸

血後平均22．9年で慢性肝疾患の診断を得てい

た。肝細胞癌発生までは輸血後平均32．4年で

あった。又、散発性C型肝炎ではトランスア

ミナーゼが持続遷延する症例が輸血後C型肝

炎に比べ有意に多かった。
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